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誰か（何か）に癒されたいのだ。 p.7     



男と女の疲れ方の違い

全国の主婦を対象に「疲れに関するアンケート」を

実施した。普段の生活で「心・精神に疲れを感じてい

るか」との問いに、「たまに疲れる」と答えた主婦が

40%、「頻繁に・常に疲れる」と答えた主婦は54%もい

た。主婦はみんな疲れているのだ。

そりゃそうだ、今どきの有職主婦の割合はとっくに5

割を越え、仕事をかかえながら家事、育児、学校、地

域のゴミ当番、親の介護までこなしている。肉体的、

精神的な疲れが幅広く主婦の肩にのしかかる。

男の疲れの多くが「仕事」というひとつのくくりに限

定されるのに比べ、主婦の疲れは様々なくくりに横断

的にまたがっており、肉体的にも精神的にも実に複合

的である。

身体的な疲れと精神的な疲れに主婦は
いくら使うのか？

調査では「心・精神的な疲れ」と「身体的な疲れ」

について聞いてみた。すると、肉体的な疲れを感じる

主婦は約半数の49%だが、精神的な疲れを感じる主

婦は94%と断然ポイントが高くなる。

そこで身体的・精神的な疲れを解消するために利

用する商品やサービスに、それぞれいくら支払ってい

るかを聞いたところ、身体的疲れには「利用しない

16%」「1000円以下42%」「5000円以内35%」「1万円

以内5%」「いくらでも2%」という回答だった。一方、

心・精神的な疲れには、「利用しない29%」「1000円

以下26%」「5000円以内31%」「1万円以内7%」「い

くらでも7%」と答えた。

ざっくりと主婦感覚で言うと、肌、目、肩、腰など身

体的な疲れの解消には手軽に買える1000円以内の

入浴剤や湿布。さらに疲れの度合いにより3000円以

内のサプリメントや健康促進グッズなどを利用し、それ

でも改善されないときには整体院や鍼灸院、病院を利

用する。

一方、心、精神的な疲れの解消のために主婦が具

体的に実行するモノゴトには個人差があり、単純に金

額ベースではかるべきではない。主婦一人ひとりの生

活環境、その日の気分やTPOにぴったりと合い、「そ

れで癒される」「解消できる」とジャッジすれば、金額

にかかわらず利用するということだ。

《主婦の自由記入から》

Ｑ：具体的に心・精神的な疲れをどう解消したいと思

うか？

＊沢山買い物をして沢山旅行に行ってゆっくり温泉

につかりたいです。

＊育児を離れて一人ゆったりと一日を過ごしてみた

いです。

＊好きな雑貨の本を見たり、ゆっくりとコーヒーなど飲

みながら、好きな音楽を聴いたり、本を読む。とにか

くゆっくりとするのが一番と思う。

＊現実から離れるのが一番いいのではと思う。

＊アロマオイルマッサージがしたい

＊普段はやらないネイルを、贅沢にネイルサロンでや

ってもらう。あと、占いを有名な人に（ここがポイン

ト）見てもらって、悩みを相談する。

＊ピプノセラピーやオーラソーマなどのセラピーを試

してみたい。友達が行ってみてとてもよかったとい

っていたので。

＊エステに通うと癒されるような気がする。美容院へ

行ってカットしてもらったりするとリフレッシュする。

今はいないけれど、ハムスターが好きでまた飼いた

いと思っている。英会話に通ったりすると友達が増

えて気分転換になる。

主婦マーケティング
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主婦マーケティングとは市場（女）と企業（男）のロマンである。このコー
ナーでは、毎回当社が集めた主婦データをもとに様々な消費者のシーン
や生活者のホンネを読み取り、売場と主婦の恋愛関係を探る。

主婦データ
●物件名：主婦の疲れ・癒しについて
●サンプル数：391名
●実施期間：2003.10.01～2003.10.13

●たまに 
40％ 

●頻繁に 
22％ 

●常に 
32％ 

●感じていない 
6％ 

Q：普段の生活の中で心・精神にどのように
疲れを感じていますか？



主婦の疲れで売れるモノゴト

それでも家計を預かる主婦は、身体的、精神的な

疲れを解消、癒すために、手頃な金額の、それでいて

それなりの満足感のあるモノゴトを日常的に利用し、

実践している。

普段は手を出さないちょっと贅沢なデザート、身体

に良さそうな食品、お酒を飲む、リラックスするための

ハーブティーなどの飲み物、化粧品やアロマグッズ、

健康促進のグッズ、友人とのお茶飲み、会食、近場の

スーパー銭湯、気分転換に家中の掃除……。こんな

解消法をもつ主婦もいれば、さっさと街へウィンドウシ

ョッピングに出かける主婦もいる。

主婦が疲れを解消する方法は実にさまざま。そう

考えると、多様な業種、業界にビジネスチャンスがある

ととらえるべきだ。

《主婦の自由記入から》

Ｑ：「自分流こんな解消法」を教えてください。

＊入浴剤と石鹸を色々揃えて、その時の気分で使う

物を決めています。好きな香りに包まれ、ボ～とお

風呂に入っていると気持ちが楽になるような気がし

ます。

＊今ハーブティーにはまっています。ローズヒップティ

ーやマテ茶やカモミールなど、その日の気分に合わ

せてセレクトして楽しんでいます。

＊夫がいるときは、子供が寝てから近くの銭湯に出か

けます。打たせ湯や電気風呂があり、肩から腰に

かけての痛みも和らぎます。銭湯内にある整体を

受けて、全身リフレッシュします。その銭湯では、ミ

ストサウナ内でアロマをたいているので、心身ともに

かなりリラックスできます。

＊フットマッサージ器。文句を言わずいつまでもマッ

サージしてくれるがうれしい♪

＊カラオケに行って思いっきり歌って、気分をすっきり

させる。

「疲れの解消」と「癒されたい」の親密関係

疲れをとる、解消、改善する。これはどちらかと言え

ば男的で合理的な考え方だ。

もちろん女だって単純に疲れをとりたい、解消した

いと思うことはある。しかし、主婦の疲れの解消法に

ついての声には「癒される」という言葉が実にたくさ

ん登場する。主婦（女）はすごく幅広く感覚的な解消

法として「癒されたい」を求めている。

ひと頃前から、この「癒し」は様々な業界でキーワ

ードだと言われているが、主婦（女たち）の「癒された

い」という感覚を本当にわかっている売り手側（企業）

は少ない。男的な感覚でいう、自ら主体的に癒すの

ではない。女の「癒されたい」気持ちには、「誰かに」

「何かに」癒されちゃう受動的なニュアンスがある。商

品（モノ）でもサービス（コト）でも、その背景に癒して

くれる「誰か」や「何か」を感じることができるかどう

か、が消費の大きなポイントだ。

《まとめ》

◎働く主婦は、肉体的にも精神的にも疲れを溜めて

いる。

◎主婦の疲労解消法は実にさまざまで、多業種・

多業界にビジネスチャンスがある。

◎「誰か（何か）に癒される」という感覚が消費の大

きなポイント。

香川いくみ
(株)CBTカプトブレーントラスト代表取締役 社長

主婦マーケティング
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参照サイト　
・データ引用：主婦データワークショップ
http://soho-bank.ne.jp/workshop/

・（株）CBTカプトブレーントラスト
http://www.caput.co.jp/

その他 

温泉・銭湯などに行く 

入浴剤・温泉の素を使う 

ゆっくり休息をとる 

病院に行ってみてもらう 

マッサージ・あんま・整体など 

マッサージ器等や布団・枕など 

血行促進グッズ 

お灸、磁気絆創膏など 

化粧品で対処 

市販の外用薬 

市販の薬・ドリンクなど 

食品で対処 

疲れを感じていない 
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Q：肩に疲れを感じた時の対処法は？


